
❶ Asukabito news

　
夏
を
象
徴
す
る
花
の
一
つ

に
「
ア
サ
ガ
オ
」
が
あ
り
ま

す
。「
ア
サ
ガ
オ
」
は
奈
良

時
代
に
中
国
や
朝
鮮
半
島
か

ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
お

り
、
当
時
は
薬
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の

よ
う
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら
で
、
庶
民
の
間
に

急
速
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
時
を
同
じ
く
し

て
、「
越お
ち
の智
岡お
か

」
に
あ
る
小
さ
な
塚
が
「
ア
サ
ガ

オ
」
塚
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
小
字

名
か
ら
「
御ご

前ぜ
ん

塚づ
か

」
と
も
呼
ば
れ
、「
御ご

前ぜ
ん

」
は

高
貴
な
女
性
の
尊
称
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
被

葬
者
が
女
性
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
華
麗
な
「
ア
サ
ガ
オ
」
と
被
葬
者
が
女
性
と

さ
れ
る
「
塚
」
こ
そ
、
明
日
香
村
大
字
越こ
し

（
越
智

＝
小
市
）
に
あ
る
「
牽け
ん

牛ご

し子
塚づ
か

古
墳
」
で
す
。
牽

牛
子
塚
古
墳
は
八
角
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

お
り
「
ア
サ
ガ
オ
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
壮
麗
な

姿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
被
葬
者
は
斉
明

天
皇
と
娘
の
間は
し
ひ
と人
皇
女
と
さ
れ
、
隣
接
す
る
越
塚

御
門
古
墳
は
孫
の
大
田
皇
女
の
墓
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
飛
鳥
地
域
に
最
初
に
造
営
さ
れ
た
八
角
墳
は

「
ア
サ
ガ
オ
」
塚
の
名
で
親
し
ま
れ
、
飛
鳥
時
代

を
演
出
し
た
女
帝
に
ふ
さ
わ
し
い
可
憐
な
姿
を
彷

彿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
明
日
香
村
で
は
現
在
、
牽
牛
子
塚
古
墳
と
越

塚
御
門
古
墳
の
復
元
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
飛
鳥
時
代
の
築
造
当
時
の
姿
が
一
四
〇
〇

年
の
時
を
経
て
、
現
代
に
蘇
り
ま
す
。

（
明
日
香
村
文
化
財
課
　
西
光
慎
治
）
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写真／加藤秀行

妹い
も

が
家
も　

継つ

ぎ
て
見
ま
し
を　

大
和
な
る

　
　
　

大
島
の
嶺ね

に　

家
も
あ
ら
ま
し
を

秋
山
の　

木こ

の
下
隠が
く

り　

逝ゆ

く
水
の

　
　
　

わ
れ
こ
そ
ま
さ
め　

み
思
い
よ
り
は

　
愛
し
い
あ
な
た
の
家
に
い
つ
も
行
き
た
い

も
の
だ
。
あ
な
た
の
家
が
大

※

和
大
島
の
嶺
に

あ
っ
た
ら
、
毎
日
で
も
逢
え
る
の
に
。

天
智
天
皇
（
巻
二
―
九
一
）

　
秋
山
の
樹き

の
下
を
ひ
そ
か
に
流
れ
て
い
く

水
の
よ
う
に
、
表
に
は
出
さ
な
い
け
れ
ど

私
の
愛
の
方
が
ず
っ
と
大
き
い
の
で
す
よ
。

あ
な
た
が
私
を
愛
す
る
よ
り
も
。

鏡か
が
み
の
お
お
き
み

王
女
（
巻
二
―
九
二
）

　
天
智
天
皇
と
鏡
王
女
の
贈
答
歌
で
す
。

　
「
愛
し
て
い
る
よ
」
と
は
言
わ
な
い
の
に
、

た
ま
の
逢お
う
せ瀬
を
、
永
遠
に
続
け
ば
よ
い
の

に
…
と
願
う
天
皇
。
そ
れ
に
対
し
て
鏡
王
女

の
返
歌
は
実
に
見
事
で
す
。

　
「
愛
」
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
を
、
秋
雨
や

台
風
で
豊
か
に
な
っ
た
水
の
量
で
表
現
し
、

「
あ
な
た
が
私
を
思
う
よ
り
も
、
私
の
愛
の

方
が
何
倍
も
大
き
い
の
で
す
よ
」
と
歌
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
比ひ
ゆ喩
法ほ
う
は
万
葉
人
な
ら
で
は
。

「
愛
し
て
る
」
の
表
現
の
仕
方
や
、
自
然
と

共
存
し
て
い
る
生
き
方
に
感
動
し
ま
す
。

※
大
和
大
島
…
今
で
も
場
所
は
不
明
で
す
。

右
記
イ
ベ
ン
ト
は
７
月
１
日
現
在
の
情
報
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
さ
れ
る
際
は
必
ず
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

お
問
合
せ
先

●
飛
鳥
京
観
光
協
会　
　
　

☎
０
７
４
４（
54
）２
３
６
２

●
飛
鳥
管
理
セ
ン
タ
ー　
　

☎
０
７
４
４（
54
）２
４
４
１

９
月

１
～

10
月
31
日

楽

明
日
香
路
を
写
そ
う
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

【
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
館
】

15

学

帝
塚
山
大
学
連
携
イ
ベ
ン
ト

「
公
開
講
座
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

（
事
前
申
込
必
要
）

22

楽

飛
鳥
周
遊
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

22
～
23

楽

飛
鳥
光
の
回
廊

楽

彼
岸
花
祭
り

楽

里
山
あ
そ
び
広
場【
国
営
飛

鳥
歴
史
公
園
石
舞
台
地
区
】

11
月
30
日

学

高
松
塚
壁
画
館　
秋
季
企
画
展

『
古
代
寺
院
跡
出
土
の
壁
画

ー
古
墳
壁
画
成
立
と
寺
院
壁
画

と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
ー
』

30

学

飛
鳥
学
冠
位
叙
任
試
験

（
事
前
申
込
必
要
）

10
月

20
～
21

楽

古
都
飛
鳥
文
化
祭

１
月

20

楽

凧
揚
げ
大
会

（
事
前
申
込
必
要
）

２
月

３

楽

お
ん
だ
祭
り【
飛
鳥
坐
神
社
】

３
月

下
旬

楽

石
舞
台
古
墳
桜

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

平
成
30
年
（
９
月
～
３
月
）

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

古き
もの
・

明日の
もの

2018年
秋から
冬へ
No.７
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私たちは
古都飛鳥保存財団の活動を

応援しています　

　
「
も
し
か
し
て
、
日
本
一
お
得
な
『
い
も
ほ

り
農
園
』
か
も
‼
」
と
噂
高
き
栗
原
の
「
い
も

ほ
り
オ
ー
ナ
ー
」
が
今
年
19
年
目
を
迎
え
る
。

　
地
元
の
幼
な
じ
み
４
人
が
立
ち
上
げ
た
の
で

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
抜
群
だ
。
品
種
に
は
試
行
錯

誤
を
重
ね
、
今
は
「
紅
は
る
か
」（
加
熱
す
る

と
糖
度
は
40
度
以
上
に
）・「
シ
ル
ク
ス
ィ
ー
ツ
」

（
絹
の
よ
う
な
滑
ら
か
な
食
感
と
濃
厚
な
甘
味
）

な
ど
、
ス
ー
パ
ー
で
も
手
に
入
り
に
く
い
珍
し

い
芋
が
中
心
な
の
で
、
人
気
が
あ
る
の
も
頷
け

る
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
１
／
３

は
リ
ピ
ー
タ
ー
。毎
年
、

施
設
や
保
育
園
に
掘
っ

た
芋
を
届
け
る
人
や
、

子
供
や
孫
が
土
に
触

れ
、
収
穫
す
る
喜
び
を

体
感
し
て
ほ
し
い
と
願

　

飛
鳥
駅
か
ら
徒
歩

２
分
の
所
に
あ
る

「
画
廊
飛
鳥
」

　

築
一
六
〇
年
の
格

子
戸
を
あ
け
る
と
、

夏
で
も
ひ
ん
や
り
と

し
た
土
間
が
広
が

り
、
黒
々
と
し
た
梁

と
、
白
い
土
壁
の
空
間
が
迎
え
て
く
れ
る
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
喜
多
龍
之
助
氏
の
父
は
書

家
。
母
も
芸
術
一
家
の
血
筋
だ
。

　

幼
い
頃
か
ら
吉
野
の
家
で
父
を
慕
う
芸
術
家

た
ち
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
。
週
末
に
は
、
ど
ん

ち
ゃ
ん
騒
ぎ
。
そ
ん
な
浮
世
離
れ
し
た
環
境
の

中
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
を
過
ご
す
が
41
歳
で

脱
サ
ラ
し
画
廊
を
オ
ー
プ
ン
。
両
親
の
介
護

も
転
機
と
な
っ
た
。

　
「
芸
術
家
は
あ
る
意
味
、
生
き
方
が
不
器

用
や
と
思
い
ま
す
。
労
は
多
い
が
実
入
り
は

少
な
い
。
こ
れ
程
、
割
に
合
わ
な
い
商
売
は

な
い
で
す
。」
と
、
喜
多
氏
。

　

だ
か
ら
、
頑
張
る
人
た
ち
の
物
づ
く
り
の

発
表
の
場
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
と
、
奈
良
で
は
数
少
な
い
作
品
だ
け
の

純
粋
な
画
廊
を
作
っ
た
。

　

店
内
で
は
、
平
面
作
品
か
ら
立
体
造
形
ま

で
様
々
な
作
品
を
楽
し
め
、
吹
き
抜
け
の
土

間
を
利
用
し
た
演
劇
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
魅
力
の
一
つ
だ
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
13
年
目
の
今
秋
、
集
大
成
と

も
い
え
る
「
ト
シ
コ
　
ム
ト
ー
展
」
が
開
催
さ

れ
る
。（
下
記
に
詳
し
く
）

　

人
に
は
昔
か
ら
芸
術
に
魅
か
れ
る
遺
伝
子

が
あ
る
と
思
う
。

　

明
日
香
に
来
た
ら
、是
非「
画
廊
飛
鳥
」へ
・・・

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
飛
鳥
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
20
代

の
頃
に
『
日
出
処
の
天
子
』（
山
岸
涼
子
著
、

全
11
巻
、
白
泉
社
）
を
読
ん
だ
事
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
主
人
公
の
厩
戸
王
子
に
あ
こ
が

れ
、
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
橘
寺
、
飛
鳥
寺
、

豊
浦
寺
跡
な
ど
を
訪
れ
コ
ミ
ッ
ク
の
中
の
厩

戸
王
子
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
結
婚
を
機
に
明
日
香
村
の
隣
町
の

橿
原
市
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
飛
鳥
が
も
っ

と
身
近
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
日
々
変
化

す
る
美
し
い
風
景
に
魅
せ
ら
れ
写
真
を
撮
る

よ
う
に
な
り
ブ
ロ
グ
で
紹
介
す
る
よ
う
に
な

う
オ
ー
ナ
ー
も
多
い
。

収
穫
時
に
は
掘
り
た
て

芋
の
焼
き
芋
の
ふ
る
ま

い
も
あ
り
大
人
気
だ
。

　
又
、
今
年
か
ら
「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ナ
イ
ト
」
を

新
し
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
日
中
の
暑
さ
を
凌
ぎ
、

涼
し
い
夜
に
「
い
ち
ご
狩
り
」
を
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
試
み
だ
。代
表
の
尾
上
弘
記
氏
い
わ
く
、「
ハ

ウ
ス
で
は
夜
な
ら
で
は
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も

楽
し
め
、
５
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
は
満
員
御
礼
で

し
た
」
と
笑
顔
で
感
謝
。
自
由
な
発
想
は
想
像
以

上
の
手
ご
た
え
を
生
み
出
し
た
。

　
美
容
に
も
健
康
に
も
最
高
の
食
材
、
さ
つ
ま
芋

と
い
ち
ご
を
是
非
、
堪
能
し
て
み
て
は
。

お
問
合
せ

　
（
一
財
）
明
日
香
村
地
域
振
興
公
社

　
☎
０
７
４
４（
54
）９
２
０
０

　

E-mail  info@asukadeasobo.jp

R e s t a u r a n t  i n t r o d u c t i o n

　
編
集
後
記

◆電　話：０７４４－５４－５４３２　　◆住　所：明日香村島庄42-7
◆時　間：11：00～17：00　　　　　　◆駐車場：あり　
◆休　み：月曜～木曜（営業は3月～5月、9月～11月の金曜・土曜・日曜・祝祭日）
◆ HP・facebook　「アトリエ夢灯り」

５
月　
さ
つ
ま
い
も
植
え
つ
け

10
月　
さ
つ
ま
い
も
収
穫

　
※
焼
き
芋
の
ふ
る
ま
い
あ
り

会
費
：
コ
ー
ス
別

　
40
㎏　
１
０
，
０
０
０
円
／
口

　
20
㎏　
　
５
，
０
０
０
円
／
口

　
10
㎏　
　
３
，
０
０
０
円
／
口

り
ま
し
た
。
美
し
い
風
景
を
紹
介
す
る
こ
と

で
飛
鳥
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
飛
鳥
応
援
大
使
に
な
っ
た
の
も
そ
う

い
う
気
持
ち
か
ら
で
す
。

　
日
々
変
化
す
る
美
し
い
風
景
に
癒
さ
れ
て

い
た
私
で
す
が
、『
天
上
の
虹
』（
里
中
満
智

子
著
、
全
23
巻
、
講
談
社
）
を
読
み
、
飛
鳥

時
代
の
歴
史
に
深
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
も
っ
と
飛
鳥
時
代
の
こ
と

を
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
飛
鳥
を
知
る
に
は
『
古
事
記
』
か

ら
と
思
い
何
冊
か
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
考
古
学
に
も
興
味
が
わ
い
て
き
ま

し
た
。
明
日
香
村
に
来
る
と
発
掘
現
場
を
目

に
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
現
地
説

明
会
が
あ
る
と
聞
く
と
可
能
な
限
り
出
か
け

て
い
ま
す
。
今
現
在
発
掘
調
査
中
の
飛
鳥
京

栗
原
「
い
も
ほ
り
オ
ー
ナ
ー
」

大
地
の
恵
み「
さ
つ
ま
芋
掘
り
」と
夜
の「
い
ち
ご
狩
り
」に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

画
廊
飛
鳥

皆さん、憶えていますか？
1960年代に一世風靡したこの
４コマ漫画♥「小さな恋人」

波乱万丈な生き方が、83歳に
なった今でも魅力的な女性で
ある由縁だと思う。

ストロベリーナイトアクセスはこちら！

◆電話：090-7756-4479　◆住所：明日香村平田260
◆時間：11：00～17：00（展覧会ごとに異なる）
◆休み：不定休　　　　　　◆駐車場：あり（10台）
◆HP・facebook：「画廊飛鳥」　※通常、入場料は無料

2018年10月6日（土）～10月21日（日）
時　間：11：00～17：00（入場は16：30）
休　み：会期中の火曜日
入場料：一般　300円　15歳以下　100円
　・今年制作された色紙
　・東京ディズニーランド建設の際に配られたポスター
　・「小さな恋人」の原画
　・50年以上前に販売された人気グッズ　　等

夜の「いちご狩り」

店内には手作り作品がいっぱい。
販売も可。

夢灯りのランチ　￥1,100(税込 )
食後のドリンク＆手作りケーキも
セットになって、盛りだくさん。
この日のメインは鶏ささみのゴマ
まぶし。メニューは週替わり。

　
飛
鳥
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
ウ
ォ
ー
ク
を

楽
し
み
な
が
ら
飛
鳥
に
纏ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
『
飛

鳥
学
』
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
成
績
に

よ
っ
て
聖
徳
太
子
の
「
冠
位
十
二
階
」
に
ち

な
み
冠
位
と
官
職
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
今
年

も
小
・
中
学
生
対
象
の
「
小こ
ど
ね
り
舎
人
」
検
定

も
同
時
開
催
。
成
績
優
秀
者
は
12
月
２
日

（
日
）に
飛
鳥
坐
神
社
で
執
り
行
う『
叙
任
式
』

に
お
招
き
い
た
し
ま
す
。高
得
点
者
は
次
回
、

中
級
編
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
ま
す
。
あ
な
た

の
「
飛
鳥
学
」、腕
試
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
：
９
月
30
日
（
日
）

試�

験
：
飛
鳥
駅
を
ス
タ
ー
ト
。
飛
鳥
を
周

遊
し
、
６
ケ
所
の
ポ
イ
ン
ト
で
４
択
式

の
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

受
検
料
：
１
，０
０
０
円

　
小
舎
人
検
定　
５
０
０
円

申�

込
方
法
：
ハ
ガ
キ
、
E
メ
ー
ル
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
住
所
、氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、

性
別
を
明
記
し
て
、
左
記
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
当
方
よ
り

受
検
票
を
返
送
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
先

　
〒
６
３
４
︱
０
１
３
８

　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
越
13
︱
１

　

 （
公
財
）
古
都
飛
鳥
保
存
財
団　
冠
位
叙

任
試
験
係

　
Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
４
４
（
54
）
３
６
３
８

　

E-m
ail　

event@
asukabito.or.jp

飛
鳥
学
冠
位
叙
任
試
験
　～
入
門
編
～

「
あ
な
た
の
『
飛
鳥
学
』

を
腕
試
し
」

跡
苑
池
遺
構
は
斉
明
天
皇

期
に
造
営
さ
れ
天
武
期
に

改
修
、
持
統
天
皇
以
降
の

時
代
に
ま
で
引
き
継
が
れ

た
苑
池
で
す
。
リ
ア
ル
に

天
武
・
持
統
天
皇
が
歩
い

た
地
面
が
存
在
し
て
い
る

の
で
す
。

　
コ
ミ
ッ
ク
か
ら
始
ま
っ
た
飛
鳥
へ
の
興
味
は

古
代
史
、考
古
学
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

明
日
香
村
に
は
今
見
え
る
美
し
い
風
景
だ
け
で

な
く
そ
の
地
面
の
下
に
は
リ
ア
ル
な
飛
鳥
時
代

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
の
飛
鳥
は

ど
こ
ま
で
も
興
味
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
、
夢

の
詰
ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
場
所
で
す
。

第
二
期
飛
鳥
応
援
大
使

宮
﨑
愛
子

　
飛
鳥
駅
周
辺
が
道
の
駅

「
飛
鳥
」
と
し
て
国
土
交
通

省
か
ら
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

駐
車
場
を
広
げ
、
ト
イ
レ

が
新
設
さ
れ
た
の
で
す
。

鉄
道
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
一

体
化
さ
れ
た
道
の
駅
は
全

国
で
も
珍
し
い
と
思
い
ま

す
。
確
か
に
便
利
に
な
っ
た
の
で
す
が
、「
飛

鳥
駅
前
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
一
員
と
し
て
苦

言
を
言
わ
せ
て
も
ら
う
と
、
駅
前
に
花
を

植
え
た
り
、大
根
を
植
え
て
漬
物
に
し
た
り
、

と
い
う
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
根

を
干
す
場
所
が
な
く
な
っ
て
、
残
念
な
思

い
で
す
。
花
壇
も
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。
で

も
、整・
・備
が
村
の
発
展
に
つ
な
が
る
の
な
ら
、

思
考
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
方
向
転
換
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
ね
。

　
秋
の
明
日
香
は
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。

　
特
に
、
こ
の
時
期
は
夜
が

お
ス
ス
メ
な
ん
で
す
。是
非
、

お
月
さ
ま
と
共
に
深
ま
り
い

く
秋
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

トシコ　ムトー展
「小さな恋人、デビュー60周年
　　　　　　　　　　Anniversary」

新子  信子

ア
ー
ト
に
触
れ
て
心
満
た
さ
れ
る

現
代
美
術
の
発
信
ギ
ャ
ラ
リ
ー

～とっておきの隠れ家で、
　　　ゆるゆるとした時間を～
　一歩足を踏み入れると、幻想的な灯りと無国籍な
空間が迎えてくれる「アトリエ夢灯り」
　「明日香巡りをして、ほっと寛げるお店を…」と
夫婦で始めたお店だったが、オープンして２年目に

伴侶を亡くし、週末だけ店主の高内百合子さんが一人で10
年間喫茶店を営んできた。しかし今年の４月に一念発起。
明日香に縁（ゆかり）のシェフを迎えてランチを始めることに。
　「食を提供するだけでなく、人と人、地域を繋げる会話を
大切にしたいんです。」と、話す。
　なので、ゆっくりと過ごしてもらうため、一日に作るラ
ンチは15食～20食に限る。
　農家さんが自ら食す無農薬や有機の米・野菜を契約し、
山菜や摘菜はシェフと山に採りに行く。味噌やぽん酢、ド
レッシングなども全て手作りにこだわった、美容と健康を
考えた野菜たっぷりのランチが好評だ。喫茶では季節の果
物をふんだんに使った手作り
ケーキや飲み物もボリュームが
あると男性にも大人気。又、店
内に飾られる古材利用の額や小
物、手作りアクセサリーを眺め
るのも来店の楽しみのひとつだ。

《メニュー》
・手作りケーキセット　￥600
・聖徳太子のおさがり餅
　　　ぜんざいセット　￥600
・珈琲、紅茶　　　　　 （単品）
　梅ジュース　等　　　￥350

♯farm_luby  ♯オノウエ

私
と
飛
鳥


